壁細胞抗体に関する研究 by Kogawa, Kochu










学 位 の 種 類













論 医 博 第 596号
昭 和 50年 5 月 23 日




論文調査委員 教 授 潰 島 義 博 教 授 脇 坂 行 一 教 授 花 岡 正 男








































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は慢性胃炎と壁細胞抗体との関係を知るため,慢性胃炎その他各種疾患患者血清中の補体結合反応
による壁細胞抗体の検索,壁細胞抗体と胃粘膜組織像,胃液酸度との関係,壁細胞抗体の人壁細胞に対す
る細胞障害性の有無,抗ラット胃粘膜家兎血清のラット胃粘膜に対する作用の組織化学的検索等を行なっ
た｡その結果,単純性萎縮性胃炎患者血清では34.8%に壁細胞抗体を認め,その頻度は男子より女子に高
く,また表層性及び萎縮性胃炎では低酸例に抗体が多く認められた｡その他悪性貧血,慢性甲状腺炎,秩
欠乏性貧血,Sj6gren症候群,胃癌,胃潰疫に高頻度に抗体を認めた｡
胃全別,亜全別後には抗体の消失を認めた｡また壁細胞抗体陽性患者血清の IgG分画は invitroで正
常人壁細胞の核, ミトコンドリア細胞質に著明な変化をおこした｡抗人胃粘膜家兎血清でも同様の変化が
みられた｡さらに抗ラット胃粘膜家兎血清をラットに静注すると,一過性に胃粘膜コ-ク酸脱水素酵素の
活性低下が認められた｡本論文は以上の実験結果および慢性冒炎と慢性甲状腺炎との類似点の比較から,
慢性胃炎の発症に免疫学的機序が関与する可能性のあることを推論したもので,慢性胃炎の発生機序の解
明に寄与する所が多い｡
よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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